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藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針（最終案）について 

 

藤沢市教育委員会では子どもたちにとってより良い教育環境を整えるため，市

立学校の適正規模・適正配置に向けた取組を進めているところです。 

「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針（素案）」を作成後，いた

だきましたご意見を踏まえ，「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針

（最終案）」を作成しましたので，その内容を報告するものです。 

 

１ これまでの経緯 

令和３年度に「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針」を策定

するため，令和３年５月に藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会を設置

しました。その後，３回の検討委員会を経て「基本方針（素案）」を作成し，市

議会への報告のほか，パブリックコメントを実施しました。 

令和３年 ５月  検討委員会を設置，検討委員会委員長へ諮問，「基本方針」 

の検討を開始 

令和３年 ９月  藤沢市議会定例会子ども文教常任委員会において「基本 

方針（素案）」を報告 

令和３年１０月  「基本方針（素案）」に対するパブリックコメントを実施 

令和３年１１月  藤沢市議会行政改革等特別委員会において「藤沢市行財 

政改革２０２４実行プラン令和３年度上半期実績につい 

て」の中で「これからの学校のあり方の検討」を報告 

  令和４年 １月  検討委員会委員長から答申 

 

２ 「基本方針（素案）」に対する主な意見 

（１）市議会（子ども文教常任委員会，行政改革等特別委員会） 

・検討委員会の人選について，学校は防災の意味においても重要な拠点に

なるが，今後，防災安全部関係の方たちも入ってくるのか 

・公有地の活用や民有地を借り上げ，分校設置も含めて学校を増やしマン

モス校を解消する方策について，最初から排除をするということではな

くて十分検討する必要もあると思う 

・地域の皆さんや，また保護者の皆さんと課題を共有するということは大

変重要である。基本方針の段階で地域の皆さんに情報提供など考えてい

るのか 

・文科省の基準で言う過大規模校と過小規模校は，教育環境としては適正

ではないという意味であり是正されなければいけないものである 

 

令和４年２月藤沢市議会定例会 

子ども文教常任委員会 資料１ 
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（２）パブリックコメント 

  ア 日程 令和３年１０月４日（月）から１１月４日（木）まで 

  イ 実施結果 ３６人 ４８件 

  ウ 主な意見 

・基本方針を検討する際には，是非，子どもたちの目線で考えて欲しい 

・すべての子どもが余裕をもって楽しく学びのびのび成長していける教

育環境を望む 

・地域の学校がなくなるということは，その地域の過疎化，活気の低下

が考えられる 

・「特別支援学級未設置校」の表の下に，今後の特別支援学級開設予定の

スケジュールを示した方が良いと考える 

・小学校は小学校，中学校は中学校としてきめ細かな教育をすべきと思

う 

・各地区別資料に隣接する小中学校間の距離を記載して欲しい 

 

３ 最終案における主な修正点 

№ 意見 修正点 資料２ 

記載ページ 

1 

（情報更新） 

「かながわ特別支援教育推

進指針（仮称）」の内容が一

部示されたため，その内容

に修正しました。 

７ページ 

2 基本方針を検討する際に

は，是非，子どもたちの

目線で考えて下さい。 

「子どもたちの目線に立っ

て」の文言を追記しました。 

２１ページ 

3 公有地の活用や民有地を

借り上げて，分校も含め

て学校を増やしてマンモ

ス校を解消する方策につ

いて，最初から排除をす

るということではなくて

十分検討する必要もある

と思う。 

「時限的な分校の設置」の

文言を追記して，学校規模

及び配置の適正化を検討す

る手法の一つとしました。 

２１ページ 
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№ 意見 修正点 資料２ 

記載ページ 

4 ・小学６年間を修了して

新たな中学校生活に突入

するのが望ましい。 

・藤沢市に義務教育学校

を設置して欲しい。 

など 

小中一貫教育を検討する場

合には，導入する意義を学

校適正規模・適正配置の取

組とは別に検討する必要が

あることを明記しました。 

 

２２ページ 

5 ・大規模校であっても

「一人ひとりの把握が難

しくなりやすい」という

ことはないと思う。 

など 

学校運営上の特性につい

て，検討委員会の議論を踏

まえて整理しました。 

２９ページ

から 

３２ページ 

6 各地区別資料に，市民セ

ンター・公民館の位置を

記載して欲しい。 

市民センター・公民館の位

置を記載しました。 

３８ページ

から 

８９ページ 

7 各地区別資料に，隣接す

る小中学校間の距離を記

載して欲しい。 

小中学校間及び小学校間の

直線距離を記載しました。 

３８ページ

から 

８９ページ 

 

４ 「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針（最終案）」 

  資料２のとおり 

  ※「基本方針（素案）」からの修正点は，下線を付して表示しています。 

 

５ 今後の取組 

基本方針の策定後の取組については，基本方針に基づき，令和４年度から令

和５年度にかけて検討委員会を開催して適正規模・適正配置の実現に向けた通

学区域の見直しや学校の統合など，具体的な手法や学校名を明記した「藤沢市

立学校適正規模・適正配置実施計画」を策定します。 

「実施計画（素案）」の作成後には，市議会への報告，パブリックコメントの

実施，検討対象となる学校が所在する地域における地域説明会の実施などによ

り広く計画に対する意見を伺い，いただいた意見を検討委員会において再検討

するなどにより実施計画を策定します。 
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６ 今後のスケジュール（予定） 

令和４年 ２月  藤沢市議会定例会子ども文教常任委員会において「基本 

方針（最終案）」を報告 

令和４年 ３月  藤沢市教育委員会定例会において「基本方針」を策定 

４月  教育総務課内に新たな担当を設置 

 ５月～１０月  藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会において「実 

施計画」を検討 

      １２月  藤沢市議会定例会子ども文教常任委員会において「実施 

計画（素案）」を報告 

  令和５年 １月  「実施計画（素案）」に対するパブリックコメントを実施 

    同月～６月  「実施計画（素案）」に検討対象校が記載されている地域 

において地域説明会を実施 

   ７月～１２月  藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会において「実 

施計画」を継続して検討 

  令和６年 ２月  藤沢市議会定例会子ども文教常任委員会において「実施 

計画（最終案）」を報告 

       ３月  藤沢市教育委員会定例会において「実施計画」を策定 

     ４月以降  実施計画に基づき，「（仮称）地域別小中学校適正規模・ 

適正配置検討協議会」を順次設置し，各地区との協議を 

開始 

 

以 上 

 

（教育部 教育総務課，学務保健課） 


